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新刊紹介
エリッヒ シュナイダー著
『ヨセフ A.シュンペーター； 1人の偉大な
社会経済学者の生涯と著作』
Erich Schneider, 
Joseph A. Schumpeter Leben und Werk eines groBen Sozia!IJkonomen, 
J.C.B. Mohr S. 93. DM 15. Tilbingen 1970. 
ー
シュンペーターに関しての定評ある伝記というものは末だ存在しない。わが国を例にと
っても．マルクスやケインズのそれについては，翻訳によるものばかりでなく，日本人の
手になる力のこもった堂々たる伝記が一つならず存在する。このことと考えあわせると．
シュンペーターのまとまった伝記が存在しない一つの理由として，かれが学派の創設者で
はなかったことがあげられよう。かれが学派の創設者ではないということは，かれに創設
者としての資格がないということを意味しない。かれがそれを欲しなかったからである。
かれの伝記を，かれの理論的立場の展開とともに総合的にまとめるには，極めて多方面
にわたるかれの研究対象とその成果をフォローするという困難な仕事が不可欠である。こ
のこともまたかれの伝記を書きにくくしている原因のひとつであろう。またかれにはマル
クスや， あるいは形態は異るが， ケインズのような派手さがその人生においてみられな
い。シュンペーターの派手さはもっぱらその博覧強記な文章のなかに結集されており，そ
れなりに波瀾をふくんだ人生遍歴を背後に追いやっている。
しかも今日の経済学界が aSchumpeterを必要としていることは異論のないところで
あろう。
ある人の伝記を作成するばあい，その人の公式の記録（著作，講演，議事録）とともに
重要なのが，私的な記録（自叙伝や日記があればもっともいいが，それとともに必要なの
は同時代，同一サークルに所属する他の人々の思い出の記，懐古談）である。
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シュンペークーについていえば，そのようなともに秀れた経済学者，社会学者による評
価がいくつか提出されて，まとまった伝記の素材を提供している。そしてこの著者エリッ
ヒ シュナイダー，今日のドイツを代表するポスト・ケインジアンもまた，シュンペーク
一のもとで学び，親しく師事し，のちには学界活動を通して接触を重ねているという点で
わたしの私見を交えていえば， 『伝記」の作成者としてよりは， 資料提供者としての資格
を有している人物である。
この小著はシュンペーターの生涯を乾いた筆致で，その著作活動を中心にしながら描い
たものである。巻末に13ページにわたってシュンペーターの約50年におよぶ著述成果が著
書，論文，書評の順に年代別にまとめられている。
?
Joseph Alois Schumpeter (1883~1950)が「今世紀における数少ない真に偉大な経
済学者，社会学者の一人である」 (S.7.) ことは事実である。しかもその経済学や社会学
の全領域に精通し，歴史的，理論的，哲学的側面から両者の関連にせまりえた人物として
は今世紀を代表する唯一人の人物であるかも知れない。ラテン・ギリシャの両語をマスタ
ーし，英仏伊の三国語を母国語なみに語ることのできたかれは，ウィーン大学でとくにボ
エームーバヴェルクから経済学を学んだ。したがって始祖メンガーはすでに引退していた
とはいえ，かれはオーストリー学派発生の地で，若々しい生命力の息吹をじかに体験しえ
た。 EmilLederer, Ludwig von Mises, Felix Somary, そればかりかまた OttoBauer 
ゃ RudolfHilferdingといったゼミ仲間からうけた影響は決してみのがしえない。かれ
は22オの時，最初の学術論文を発表し，翌年には学位をえている。数式を用いた経済学講
義などまだきいたこともなかったかれであるが，はやくも「理論的経済学の数学的方法に
ついて」と題する論稿をこの年に発表している。これは今日においても読むに価する(Vol.
s. 11)ものである。当時かれはすでに Barone,Bartkiewicz, Cournot, Cunynghame, 
Edgeworth, Garibaldi, Gossen, W. St. Jevons, Launhardt, Lexis, Marshall, Pareto, 
Thunen, Walras, Wicksellの著作を読んでおり，そればかりか完全に通暁していた。
そしてかれは誰よりもワルラスを高く評価した。ボエームーバヴェルクとマルクスほどか
れに対して強い影響を与えたものはいない (Vol.s.12.)。「ローザンヌとウィーンとケン
プリッヂの世界はシュンペーターのうちにこの三つの中心から流れでた思潮を吸収し一つ
の綜合へと導びく人物をみいだした。」 (Eebenda)シュナイダーの壊古によると，後年シ’
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ュンペーターはワルラスの著作に対する研究からはじめない限り優秀な経済学者にはなれ
ないことを強調していた。かれがシュンペーターに初めて会ったとき（それは1929年の夏
である。 Vol.S. 53)フランス語を読めるかときかれた。どうしてそれが知りたいのかと
シュナイダーが問い返したところ，ワルラスを原典で読めといわれたということである。
そしてそのことが経済学徒にとっての eineconditio sine qua nonであるといい，さら
にマーシャルの「経済学原理』の研究が eine"must"であるといったそうである。この
懐古談はボンに留学した中山伊知郎の話などとも符号している。
1908年， 25オのかれははやくも一つの代表作『理論経済学の本質と主要内容」を発表し
ている。これは歴史学派に対する一つの挑戦であった (Vol.S. 15.) これ以後かれは矢
継ぎ早やに大著かつ名著を世に問うている。その前年かれは英国人と結婚しているが，こ
の結婚はうまくいかず， 12年後に離婚している。 1年間国際裁判所とエジプトの財政官を
勤め，翌年資格を得てー地方大学の教授に就任する。かれはここでは enfantterribleで
あった。ウィーンヘの帰還は思うようにいかず， 1911年かれはグラーツに職をえる。かれ
は第一次大戦の間ここに勤める。しかしニューヨークのコロンビア大学からは31オの彼に
名誉博士号が贈与されている。それより前， 29オの時に『経済発展の理論」を発表して
いる。 1914年には学説史関係の最初の著述を発表している。そこで引かれている数多くの
文献はすぺて原典で読まれたものであった。 (Vol.S. 35.) 
?
1908年から14年にいたるわずか6年間の間になされた著述だけでも，かれは優に学説史
上に名を留めうる資格を有している。しかもかれの著作活動は飽くことを知らないかの如
く連綿と公刊，発表される。それらは今日なお読むに価する約20の論稿と50の論評として
残されている。
とくにかれは1908年『租税国家の危機」および翌年にかけて『帝国主義の社会学につい
て」を発表する。前者は「資本主義的市場経済は，戦争後の経済状況を個々人に大きな負
担をおわすことなく統御できるであろうか」 (S.43.) ということを中心課題とするもの
である。この時よりかれは生涯の終りにいたるまで「資本主義的秩序の将来に対する問i
題」に取り組むことになる。のちの「資本主義，社会主義， 民主主義JI(1942) の中にみ
られる立揚はこの時すでにはっきりと示されている。この論稿とともにシュンペークーは
大学の世界から離れる。（形式的には1921年まではグラーツの教職についていた。）
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かれはゼミナール時代の友人ヒルファーディングやレーデラーと共に，カウッキーが議
長であったドイツの社会主義政権によって設けられた Sozialisierungskommissionに顧
問として任命された J かれじしんは終生社会主義者ではなかった。ウイーンヘ帰国後は蔵
相を (7ヶ月間）勤める。この時はバウアーが外相であった。蔵相辞任後もウィーン大学
はかれにイスを与えようとしなかった。かれはピーダーマン銀行に職を得たが， これも
1924年破産した。かれは債権者の要求に応えるためにかれの個人的資産のすぺてを失い，
しかも多大の負債を負うことになった。1925年のオーストリーにおいてはかれは"Nichts"
であった。 (VolS. 46)その折の助力者 AnnieReisingerとかれは再婚する。この7年
の，人生における「劇的な時期」 (S.43.)ののち， かれは突然にボン大学から招聘をう
ける。こののちかれは唯一度祖国に足を踏み入れるだけである。かれの学問的活躍が再び
再開される。行動の世界はかれにとって本質的に無縁であった (Vol.S. 46.) これ以後
はかれは決して実践面に手をださない。
プロイセン文部省による圧力に屈せず，かれをボンに呼ぶのに功績があったのは Art-
hur Spiethoffであった。シュビートホフはシュモラーの弟子であり， ウィー ン， ロー
ザンヌ，ケンプリッヂの経済学とは無縁な人物ではあったが，すでに「直観的理論」と呼
ぷものによって，歴史的事実観察を越えるべきことを意識していた。そして当時のドイツ
において歴史学派が最早なにも与えることができないことをよく知っていた人物でもあっ
た。シュナイダーは， 「シュンペークーのボンヘの招聘は同時に経済学における『方法論
争」の終結の確実な徴である」 (S.48.)と述ぺている。このことは『シュモラー年報J
にかれが発表した「グスタフ v.シュモラーと今日の問題」と題する論文 (1926年）がは
つきり示している。
シュンペーターのボンでの講義は，学界に大きな反響をよんだ。数十年ぶりにドイツの
大学で再び理論が講ぜられるようになったからである。驚くべきほどの早さで，ボンは世
界の経済学界のメッカとなった。これは1932年までつづく。この間シュビートホフやベッ
ケラートでさえ（かれらがボンで経済理論や政策論といった主要科目を担当していた）影
のうすい存在であった。ところでこの間にかれは妻と母を失なった。こののちかれの性格
にあきらめと悲観主義の徴候があらわれた。しかしこの人生の第3の時期においてかれは
まとまった大著こそものしなかったが， 「創造的な時期」 (S.52.)をおくった。 これ以
後のかれの仕事はこれらの体系・加工にすぎないといっても過言ではない。この頃かれは
なによりも資本主義市場経済の不安定性の問題にとりくんでいた。独占や寡占といったも
のの登場とともにこれらの市場の問題にかれは一早く取り組み，クールノー，ェッヂウォ
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ース，ヴィクセルの先駆的業情を再検討し，その価値を高く評価した。シュンペーターは
計測経済学の重要性を説<.小さな学者グ）レープに属していたが，同志 IrvingFisher, 
Luigi Amoroso, Arthur L. Bowley, Francois Divisiaらとともに 1930年 Econom-
etric Societyを創設した。最初の fellowの中には， Erich Sohneider (この小冊子の
著者）や，ケインズ，ハーバラー，テインベルヘン，ヴァイナーら20世紀の経済学を代表
する人々とともにシュンペーターがいたことは言うまでもない。
2年のちかれはボンを去る。かれはハーバードの熱心な要請に応じてアメリカにわた
る。その時日本もまたかれを得ようとしていたことは周知の事実である。「シュンペータ
ーの経済発展の理論は日本ほど実り多い土壌にめぐりあわなかった」 (S.62) 日本の彼に
対する執着は大きかった。かれは1931年日本を訪れる。（このあたりの記述は極めて面白
い。）かれのハーバードでの講義は上級向けであったが， かれはボンの時と同様， 熱心に
これをおこなった。ボール・サムエルソンもこの時の学生の一人である。ただしシュナイ
ダーが1949年に聴いたハーバードでの講義は20年前と内容的にはまったく変っていなかっ
た (Vol.S. 66.)。かれはこの時期に生涯のまとめの作業を，多忙な時間をさいてつづけ
る。 1939年には「景気循環論」が， 42年には「資本主義，社会主義，民主主義」が出版さ
れ，『経済分析の歴史」の仕事も始められる。これらの仕事はかれが若くして呈示した理
論を現実分析，統計的実証によって証明し，また補充することが目的であった。ここにか
れの学問に対する方法論が色濃くあらわれている。 (Vol.S. 68f.)シュナイダーはシュン
ペーターのこの見解がもっともよくあらわれているものとして， 『経済発展の理論」の日
本語訳のまえがきをあげている。また別のところにおける「理論は経済現実の理解にとっ
て必須の手段であるが， しかしそれだけでは充分ではない」 (S. 71.) という言葉は，か
れじしんがつよく主張した経済学の計量的，数学的方法が，かれじしんがもっていたよう
な深い現実認識から孤立して，独善的な一人歩きをはじめたことに対する老シュンペータ
ーのいつわりのない現状批判であろう。かれは第3の祖国アメリカで，第3番目の夫人に
見守れた静かな晩年をおくる。戦乱によって荒れた祖国ではなく， 1日き良きオーストリー
の貴族社会の雰囲気を胸に抱きながら。
?
簡単に概略を紹介したこの短い「シュンペーター伝」は，今ひとつの「思い出の記」で
あって，決して本格的な伝記ではない。しかしかれの一生に目を通したものであり，ひと
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つのシュンペークー観の形成には貴重な資料を提供するものである。ただ願わくは，シュ
ンペークーの経済学の方法論の微妙な変転，このような表現が誤解を招くものであれば，
世界の経済学研究のすう勢に対するかれの見解の流れにいま少しばかり配慮を望みたいと
ころである。
巻末のシュンペーターの著述一覧についていえば，きわめて丁寧なものであり，各著書
の外国訳も，出版年，発行地とともに記載されているが， 日本語訳では， 『本質と主要内
容』については第2版のしかも発行年しか記載がなく， 『帝国主義と社会階級」には日本
語訳の記載がない。『最気循環』ではドイツ語訳しか記載されていない。『資本主義，……』
には日本語訳の発行年が欠けている。 "TenGreat Economists"のばあいも日本語訳が
洩れている。本文中における日本に対する「異国意識」とともにヨーロッパにおいて日本
がまだまだ遠い国であることを思わせる。そしてより完全な「伝記」のためには日本人に
よる「攘古談」も必要となろう。
シュンペークーについての「手軽な」案内書がない現在，この書は「入門書」としても
役立つであろう。 一橋本昭―-
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